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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

    

回次
第136期

第1四半期連結
累計期間

第137期
第1四半期連結
累計期間

第136期

会計期間
自平成22年4月1日
至平成22年6月30日

自平成23年4月1日
至平成23年6月30日

自平成22年4月1日
至平成23年3月31日

営業収益（百万円） 6,286 5,877 24,824

経常利益（百万円） 145 189 177

四半期（当期）純利益（百万円） 145 172 125

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
106 154 118

純資産額（百万円） 12,523 12,683 12,530

総資産額（百万円） 106,088 104,284 104,936

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1.81 2.14 1.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 11.8 12.2 11.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．営業収益には、消費税等は含まれていない。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

いない。

４．第136期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はない。

　また、主要な関係会社に異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　（1）業績の状況

 第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、本年３月に発生した東日本大震災の影響による企業の生産や輸

出の減少と、自粛ムードの広がりによる消費マインドの悪化がみられるとともに、原発事故による電力供給不足の

懸念から先行き不透明感が一層強まるなど、厳しい状況で推移した。このような状況のもと、当社グループにおいて

は、各部門にわたり増収に力を注ぐとともに経費削減に努めた結果、営業収益は5,877百万円と前年同四半期に比べ

6.5％の減少、営業利益は494百万円と前年同四半期に比べ1.0％の増加、経常利益は189百万円と前年同四半期に比

べ30.3％の増加、四半期純利益は172百万円と前年同四半期に比べ18.6％の増加となった。

　なお、「第２　事業の状況」以降については、特に記載のない限り消費税等抜きで記載している。

　セグメント別の状況は、次のとおりである。
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①　運輸業　

　鉄道事業では、「神戸電鉄粟生線活性化協議会」により策定された「神戸電鉄粟生線地域公共交通総合連携計

画」に基づき、沿線自治体や地域の皆様と一体となった、路線の維持と活性化に向けた種々の取り組みとして、

「神鉄・高速シニアパス」等の各種企画乗車券の継続発売や、ハイキングの実施等により、旅客誘致に努めた。ま

た、粟生線の維持存続に向けて、沿線自治体の協力を得るべく精力的に協議をすすめている。バス事業では、企業

および学校の貸切送迎業務をはじめとして積極的な営業活動を行い増収に努めた。しかしながら、他の交通機関

との競合の影響を受けたこと等により、運輸業の営業収益は、前年並みの3,244百万円、営業利益は経費削減に努

めたこと等により312百万円と前年同四半期に比べ4.7％の増加となった。

　　　

（提出会社の運輸成績）

種別 単位

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
    至　平成23年６月30日）

 
　対前年同四半期
　　増減率（％）

営業日数  日 91 0.0

営業キロ  キロ 69.6 0.0

客車走行キロ  千キロ 4,478 0.0

旅客人員

定期 千人 10,080 29.7

定期外 〃 5,112 25.4

計 〃 15,192 28.2

旅客運輸収入

定期 百万円 1,256 0.6

定期外 〃 1,208 △0.2

計 〃 2,464 0.2

運輸雑収  〃 45 7.1

収入合計  〃 2,510 0.3

乗車効率  ％ 24.8 －

 延　　人　　キ　　ロ  

　（注）１　乗車効率の算出は、客車走行キロ×平均定員による。

２　客車走行キロ数は社用、試運転及び営業回送を含んでいない。

３　神戸高速線（新開地・湊川間）については、平成22年10月から阪神電気鉄道株式会社、阪急電鉄株式会社及び

当社の３社による運営に移行した。これにより、当第１四半期連結累計期間の旅客人員、旅客運輸収入及び運

輸雑収の計上方法は、移行後によるものである。　

種別

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
    至　平成23年６月30日）

    営業収益（百万円）
　対前年同四半期
　 増減率（％）　

鉄道事業 2,510 0.3

バス事業 340 0.0

タクシー業 395 △1.5

消去 △1 －

営業収益計 3,244 0.0
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②　流通業

ストア業では、新たに事業強化計画を策定し、商品構成の見直しやさらなる経費の削減等により、既存店の強化

を図った。一方、競合店との低価格競争により厳しい経営状況にあった「神鉄食彩館明石西店」については、今後

も収支の改善が見込めないことから本年５月に閉店した。また、駅売店において、不採算売店の閉店に伴う当該店

舗跡の活用を図った。しかしながら、顧客の低価格志向の進行や競合の激化等により、流通業の営業収益は、1,741

百万円で前年同四半期に比べ16.1％の減少、営業利益は43百万円と前年同四半期に比べ20.4％の減少となった。

　　

 

種別

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
    至　平成23年６月30日）

　営業収益（百万円）
　対前年同四半期
　 増減率（％）　

物品販売業 3,159 △16.4

飲食業　 35 △22.2

消去 △1,453 －

営業収益計 1,741 △16.1

 

③　不動産業

土地建物販売業では、新規分譲物件の取得に努めるとともに、土地建物賃貸業において、既存物件の稼働率向上

により、収益の拡大を図った。しかしながら、松宮台住宅地における販売区画数が減少したこと等により、不動産

業の営業収益は、421百万円で前年同四半期に比べ14.8％の減少となったものの、営業利益は経費の削減に努めた

こと等により156百万円と前年同四半期に比べ9.9％の増加となった。

　　

　

種別

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
    至　平成23年６月30日）

　営業収益（百万円）
　対前年同四半期
　 増減率（％）　

不動産販売業 48 △63.1

不動産賃貸業 382 2.7

消去 △9 －

営業収益計 421 △14.8
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④　その他

健康・保育事業では、積極的な営業展開を図るとともに、建設業において完成工事高が増加したが、介護事業に

おいて利用者が減少したこと等により、その他の事業の営業収益は、666百万円で前年同四半期に比べ0.9％の減

少となり、営業損失は10百万円（前年同四半期は営業損失7百万円）となった。

　

 

種別

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日　
    至　平成23年６月30日）

　営業収益（百万円）
　対前年同四半期
　 増減率（％）　

建設業 217 63.2

施設管理・警備業 199 △7.4

ゴルフ場業 89 △1.1

介護事業 48 △14.3

健康・保育事業 155 0.0

その他の事業 87 △11.2

消去 △130 －

営業収益計 666 △0.9

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はない。

　

（3）研究開発活動

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　　　 普通株式 160,000,000

計 160,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 80,615,668 80,615,668
大阪証券取引所

市場第一部

 単元株式数

 1,000株

計 80,615,668 80,615,668 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。 

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－　 80,615－　 11,710－　 580

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

 

　　　①【発行済株式】

 平成23年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　　　　－ 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　　　　－ 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）　　　

　普通株式　　 73,000　 

 （相互保有株式）

　 普通株式　　 82,000

　　　　　　　　　　－ 　　　　　－

完全議決権株式（その他）  普通株式  79,531,000 79,531　　　　　－

単元未満株式  普通株式　   929,668　　　　　　　　　　－ 　　　　　－

発行済株式総数 80,615,668　　　　　　　　　　－ －

総株主の議決権 　　　　　　　　　　－ 79,531 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権1個）が含ま

れている。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式及び相互保有株式が次のとおり含まれている。

自己保有株式　　　　　　　　　　　　　 430株

相互保有株式 　　北神急行電鉄株式会社　520株

②【自己株式等】

　 平成23年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　神戸電鉄株式会社

　神戸市兵庫区

　新開地１-３-24
73,000 － 73,000 0.09

　（相互保有株式）

　北神急行電鉄

　株式会社

　神戸市北区

　谷上東町１－１
82,000 － 82,000 0.10

計 　－ 155,000 － 155,000 0.19
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２【役員の状況】

　 該当事項なし。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,164 1,183

受取手形及び売掛金 835 755

販売土地及び建物 4,707 5,085

商品 107 99

貯蔵品 468 487

未成工事支出金 0 15

その他 ※
 959

※
 525

流動資産合計 8,244 8,152

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 50,640 50,306

機械装置及び運搬具（純額） 6,834 6,661

土地 34,237 34,237

建設仮勘定 1,163 1,206

その他（純額） 678 646

有形固定資産合計 93,553 93,057

無形固定資産

のれん 48 47

その他 647 625

無形固定資産合計 696 672

投資その他の資産

投資有価証券 718 686

その他 1,723 1,714

投資その他の資産合計 2,442 2,401

固定資産合計 96,692 96,131

資産合計 104,936 104,284

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,829 790

短期借入金 32,132 42,994

未払法人税等 57 23

賞与引当金 50 86

その他 2,630 2,881

流動負債合計 36,700 46,775

固定負債

長期借入金 45,598 34,781

退職給付引当金 1,873 1,840

その他 8,233 8,203

固定負債合計 55,705 44,824

負債合計 92,405 91,600
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 11,710 11,710

資本剰余金 814 814

利益剰余金 △321 △149

自己株式 △26 △28

株主資本合計 12,177 12,348

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △62 △93

繰延ヘッジ損益 △120 △107

土地再評価差額金 536 536

その他の包括利益累計額合計 353 335

純資産合計 12,530 12,683

負債純資産合計 104,936 104,284

EDINET提出書類

神戸電鉄株式会社(E04109)

四半期報告書

12/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業収益 6,286 5,877

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 4,995 4,669

販売費及び一般管理費 801 714

営業費合計 5,796 5,383

営業利益 489 494

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 12 12

物品売却益 8 8

雑収入 11 22

営業外収益合計 33 44

営業外費用

支払利息 368 338

雑支出 9 10

営業外費用合計 377 348

経常利益 145 189

特別利益

工事負担金等受入額 5 －

役員退職慰労引当金戻入額 36 －

特別利益合計 42 －

特別損失

工事負担金等圧縮額 5 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5 －

固定資産除却損 15 －

役員退職慰労金 － 5

その他 － 0

特別損失合計 27 5

税金等調整前四半期純利益 160 183

法人税、住民税及び事業税 10 9

法人税等調整額 5 1

法人税等合計 15 11

少数株主損益調整前四半期純利益 145 172

四半期純利益 145 172

EDINET提出書類

神戸電鉄株式会社(E04109)

四半期報告書

13/19



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 145 172

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △58 △31

繰延ヘッジ損益 19 13

その他の包括利益合計 △38 △17

四半期包括利益 106 154

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 106 154

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。

　

　

（役員退職慰労引当金）

  連結子会社２社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上していたが、平成23年

５月開催の取締役会において、役員退職慰労制度を廃止することを決議するとともに、翌月の定時株主総会において

役員退職慰労制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議した。

　なお、支給時期は各役員それぞれの退任時とし、役員退職慰労引当金は全額を取崩し、退任時まで固定負債の「その

他」として計上している。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

流動資産 9百万円

　

流動資産 9百万円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

 　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　740百万円  　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　712百万円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　 報告セグメント
　

その他

(注)１　

 

　
調整額

(注)２

 

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 運輸業 流通業 不動産業 計

  営業収益 　 　 　 　 　 　 　

 (1）外部顧客への営業収益 3,239 2,070 472 5,782 503 － 6,286

 (2）セグメント間の内部営業収益

 又は振替高
5 3 21 30 168  (198) －

計 3,244 2,074 494 5,812 672  (198)6,286

  セグメント利益又は損失（△） 298 54 142 495   △7   1 489

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、健康・保

育事業、ゴルフ場業及び建設業他を含んでいる。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額1百万円は、主にセグメント間取引である。

　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。　

  

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

　 　報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 運輸業 流通業 不動産業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営業収益 3,239 1,739 400 5,379 498 － 5,877

（2）セグメント間の内部営業収益

又は振替高
5 2 20 28 168 (197) －

計 3,244 1,741 421 5,408 666 (197) 5,877

セグメント利益又は損失(△） 312 43 156 512 △10 （7) 494

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、健康・保

育事業、ゴルフ場業及び建設業他を含んでいる。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△7百万円は、主にセグメント間取引である。

　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 1円81銭 2円14銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 145 172

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 145 172

普通株式の期中平均株式数（千株） 80,537 80,517

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項なし。

　

 

２【その他】

　該当事項なし。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

神戸電鉄株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松山　和弘　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神戸電鉄株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神戸電鉄株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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